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2P・2130　 　 ε
一PL 合 成 酵 素 （Pls） に お け るペ プ チ ド鎖 長

　　　　　　　制 御機 構 の 解析
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2P−2131Massilia 　sp ．　BS −1 の ビオ ラ セ イ ン生産
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【目的 】放 線菌 跏 ψω四 碣 albuiusth ミ生 産 す る E
−PLは 、　 L一リ ジ ン が イ ソ ペ プ

チ ド結 合で 直鎖状 に 繋が っ た 鎖長の 多 様 性 を 有 す るホ モポ リア ミノ酸 で あ

る。こ の ε
一PL は、新規 ドメ イ ン 構造 を有す る 単

一
モ ジ ュ

ー
ル 型の 非 リボ

ソ
ー

ム ペ プ チ ド合成 酵素 （E
−PL 合成酵 素．　 P ］s）に よ っ て 合 成 され、鎖長

及 び その 多様性 もPls 自身に よ って 導 かれ るu 我 々 は 将来的 に Plsの 機能 を

改変する こ とで ポ リア ミ ド系バ イオ プ ラ ス チ ッ ク 創製へ の 応用 を 目指 して

い る が、P］sに お ける ε
一PL鎖長の 制 御機 構に っ い て は 未解 明なままで あっ

た。．一・
方、＆ aibulus ）／外に も数種の 放線菌お よ び

一
部 の 糸状菌が 、それぞ

れ 異なる 鎖長 の ε
一PL を生産する こ と が 知られ て い る。そ こで 、本研究 で

はPls鎖長制御機構解 明 を目的 に、種 々 ε
一PL生産菌か らPlsホモ ロ グ遺伝 子

を取得 し、その 機能 を解析 した。
【方法 ・結果】S．atbuius 由来pts遺伝 子と取得 したホ モ ロ グ遺伝子 か ら な る

各 種キ メ ラ遺 伝 子を構築 し、S．　 atbulus の pis遺伝子 破壊株 に導 入 した。導

入 株 が 生 産 す る ε
一PL の 鎖長 は、ペ プ チ ド合成 ドメ ．イ ン 由来株が 生産す る

E −PL鎖 長 と ．一致 して い た こ と か ら 、ε
一PL の 鎖長は P且s の ペ プ チ ド合成 ド

メ イ ンに よ ．⊃て 制 御 され る こ とが 明 らか と な った。

【目的 1 秋 田市 内の 土 壌か ら分離 した新 規 なビ オ ラ セ イン 生産菌tVas ，fitia
sp ．　BS −1の ビオ ラセ イ ン 生産 は こ れ まで の生産菌 と同様 に Quorum 　sensing

に よ る こ とが 示 唆 され た 。そ こで 、本 菌の autoinducer （AI）を 明 らか に す

る こと を 目的 と した 。
【方法 及 び結果】BS −1株 は好 気 性 桿 菌 で運 動 性 を有 し凝 集菌体 を 形成 し

た。0，1％ 酵母 エ キ ス 、0、1％ ポ リペ プ トン、0．1％KH 尹04か ら な る培地 で

25℃で ジ ャ
ー

培養す る と、培養 時間16時間の 対数増殖期 後期 で ビオ ラセ イ

ン （1）を急 激に生産 し始 め 、5時間後 に 最大生産量 62mg 〆Lに 達 し、培 養

24峙問 で 生産 は終 了 した。こ の 牛産パ タ
ー

ン か らAIに よ る誘導が 示 唆 され

た 。そ こ で 、本菌 の八 1を検 出するために 、良好 に生育す るが （1） の生 合

成原料 で ある L一トリプ トフ ァ ン 〔L
−Trp ）を添加 して も （1〕を生産 しな

い 合成培地 を 設定 した 。こ の 合成 培地 で は 〔D の生 産に はL−Trp 以外 に

L一ヒ ス チ ジ ン （L−His）が 必 要で あった 。0．02％ の L−Trp を 添加 した 合成培

地で L−His を0か ら 63 μ M へ ．Eげて い くと （D は 次 第に生産 され、63 μ M

以上で は （1）は増加 しなか 一，た。また、0．0／9．の L−Hisを添加 し た合成培
地 で L−Tmp を Oか ら 0．／％ まで 上げて い くと （D は L −Trp の 濃度 に依存 して

生産 さ れた 。こ れ ら の 結 果か ら、L −His は 必要 添加量が微 量で あ る こ と、
（1） の 生 合 成原 料で な い こ と か らN の 生合成 に関与 して い るこ とが考え

られ た 。また 、BS −1株の 培 養液の 酢酸 エ チ ル 抽 出物 で は （1） の 生産が

誘 導 され なか った こ とか ら、BS−1株 のAIは 親 水性物質 と考え られ る。
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【目的】国内唯
一

の 亜熱帯地域で あ る沖縄地方か ら分 離 した微生物 の利 用

を 目的に 検討を行 い 、石油化学 品分解（1）、新種提案 （2）、＋ 壌改 艮の 可能

性 （3）にっ い て 報告 して きた ．本報で は 、微生物 代謝物 に よ る 抗マ ラ リア

治療薬の 可能性 を探 る た め 、ハ イ ス ル ープ ッ トな抗 マ ラ リア 活性試験 の 確

立と沖縄微生物 ラ イプ ラ IJ一か ら の 抗 マ ラ リア 活性 ス ク リーニ ン グ を行 っ
た。
【方法及 び結果】 沖縄本 島、八重 山諸 島を含 む地域 よ り収集 した ＋壌 か

ら HV 培地 を用 い て分 離 した各菌株 ラ イブラ リ
ー

の 飢餓培 養液 の 抽 出物

約 5000を評価試料 と して 、in　vitro に おけるヘミン の重 合阻害活性 を測 定

した と こ ろ 、4株に っ い て 阻害活性 が 認め ら れ、内 2 株は マ ラ リア原 虫
Piasmodium

コ
oeii の マ ウ ス感染抽 出物を用 い た ヘム 重合 活性阻害試験 に おい て

も阻害活性 を示 した 。こ れ ら 2株の 16SrRNA に よ る系統解析を 行った 結

果、Serrtttia　sp ．、　 Ochrobactnim　sp ．と 高い相同 性を示 した 。さ ら に、該菌株の

培養抽出物 投与に よるマ ウ ス マ ラ リア感染血 液 を用 い た マ ウ ス の感染試験
を行った と こ ろ 、マ ウ ス 生体内で のマ ラ リア 原虫 の増殖抑 制効 果が 認め ら

れた 。
参考文献 ： DMatsui　et 　al．，Chemosphere，76，1278 （2009 ）、2）Matsui 　et
al．，　IJSEM，59，536−539 （2009）、3＞松井 ら H21 生物工 学会大 会要 旨
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